
の
11
月
か
ら「
外
国
人
技
能
実
習
」制
度

の
適
正
化
法
が
施
行
さ
れ
、同
時
に「
介

護
」が
対
象
に
加
わ
る
。そ
の
布
石
と
い
え
る

ベ
ト
ナ
ム
で
の
国
際
会
議
を
傍
聴
し
た
。

 

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の

 

ア
プ
ロ
ー
チ

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
8
月
15
日
、「
持
続
可
能

な
成
長
の
た
め
の
健
康
長
寿
社
会
へ
の
投
資
」

と
題
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
た
。

日
本
政
府
、ベ
ト
ナ
ム
政
府
等
が
主
催
し
、武

見
敬
三
・
参
議
院
議
員
を
議
長
に
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
閣
僚
、議
員
、官
僚
、学
者
、非
政
府
組

織
な
ど
約
2
6
0
人
が
参
加
し
た
。

　

筆
者
は
ベ
ト
ナ
ム
の
医
療
事
情
の
調
査
中

で
、こ
の
会
議
を
傍
聴
で
き
た
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
は
2
0
2
0
年

代
に
は
65
歳
以
上
人
口
が
5
億
人
に
達
し
、

世
界
最
速
で
高
齢
化
が
進
む
。そ
の
人
口
激

動
に
国
境
を
越
え
対
処
を
検
討
す
る
の
が
趣

旨
で
あ
る
。た
だ
し
、日
本
側
参
加
者
の
大
半

は
、技
能
実
習
制
度
に「
介
護
」が
加
え
ら
れ
、

ア
ジ
ア
各
国
へ
の
働
き
か
け
が
始
ま
っ
た
、

と
の
受
け
止
め
だ
っ
た
。政
府
関
係
者
も
内

閣
官
房
や
経
済
産
業
省
が“
主
役
”で
厚
労
省

か
ら
の
参
加
者
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　

技
能
実
習
制
度
は
1
9
9
3
年
に
導
入
さ

れ
、昨
年
は
農
漁
業
、建
設
、食
品
、機
械
等
74

業
種
で
過
去
最
多
の
約
23
万
人
を
受
け
入
れ

た（
最
長
3
年
滞
在
）。技
能
移
転
の
名
目
な

が
ら
、人
手
不
足
の
対
策
で
あ
る
。現
場
で
は

過
酷
な
労
働
、賃
金
・
残
業
料
の
未
払
い
、実

習
生
の
失
踪
が
跡
を
絶
た
な
い
。

　

こ
の
た
め
昨
秋
、「
実
習
生
が
技
能
習
得
に

専
念
で
き
る
体
制
の
確
立
」へ
向
け
改
定
さ

れ
た
。①
受
け
入
れ
監
理
団
体
の
許
可
制
②

実
習
計
画
の
作
成
・
認
定
③
人
権
侵
害
の
通

報
窓
口
や
罰
則
規
定
④
監
督
役
の
技
能
実
習

機
構
の
新
設
⑤
送
り
出
し
国
と
の
政
府
間
取

り
決
め（
法
定
外
の
努
力
）等
で
あ
る
。

 

人
づ
く
り
と

 

人
不
足
の
せ
め
ぎ
合
い

　

今
回
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、こ
の
改

定
の
詳
し
い
説
明
は
な
い
ま
ま
、「
介
護
人
材

の
開
発
と
国
境
を
越
え
た
移
動
」が
重
要
テ
ー

マ
に
さ
れ
た
。参
加
者
か
ら「
正
規
の
介
護
職

は
1
5
0
人
の
み
」（
ス
リ
ラ
ン
カ
）「
高
校
生

こ
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外国人技能実習生の受け入れ「基本人数枠」

実習先の常勤職員総数　　　　　　  　   技能実習生数
301 人以上 常勤総数の 20分の 1 旧制度と同じ
201～ 300人 15 人 同
101～ 200人 10 人 同
51～ 100人 6 人 同
41 ～ 50人 5 人 新設
31～ 40人 4 人 新設
30人以下 3 人 新設
注・旧制度では50人以下は3人
人数枠は団体監理型、認定された企業単独型で2年間実習は基本
人数枠の 2倍まで可。優良基準適合の場合は最大 6倍まで可

段
階
で
介
護
職
を
育
成
中
」（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

「
家
族
や
近
隣
の
協
力
で
介
護
し
て
い
る
」（
ベ

ト
ナ
ム
）な
ど
と
報
告
さ
れ
、日
本
の
介
護
体

制
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
、と
の
声
が
多

か
っ
た
。

　

一
方
で
、「
仕
事
を
得
る
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、

人
身
売
買
に
陥
る
事
態
に
な
ら
な
い
か
」（
ブ
ー

タ
ン
）「
介
護
職
の
多
く
は
看
護
師
で
、そ
の

流
出
が
心
配
だ
」（
タ
イ
）な
ど
と
懸
念
や
戸

惑
い
も
目
立
っ
た
。受
け
入
れ
側
で
は「
外
国

人
介
護
職
の
待
遇
は
低
く
、裁
判
所
が
賃
金

の
25
％
ア
ッ
プ
を
命
じ
た
」（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
）と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

 

E
P
A
受
け
入
れ
と
の

 

大
き
な
落
差

　

す
で
に
日
本
は
、08
年
か
ら
経
済
連
携
協

定（
E
P
A
）で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ

ン
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら
介
護
、看
護
人
材
を
受
け

入
て
き
た
。介
護
は
累
計
約
2
8
0
0
人
に

な
る
。

　

公
的
な
送
り
出
し
機
関
と
の
協
定
、受
け

入
れ
枠（
介
護
で
最
大
年
3
0
0
人
）、訪
日

前
後
の
日
本
語
・
介
護
研
修
等
を
設
け
る
。こ

の
学
習
支
援
等
で
5
億
円
超
を
公
費
で
助
成

し
て
い
る（
17
年
度
予
算
）。

　

候
補
生
は
働
き
な
が
ら
学
び
介
護
福
祉
士

の
国
家
試
験
合
格
率
は
約
5
割
ま
で
上
が
っ

た
。近
年
は
受
け
入
れ
希
望
が
増
え
、特
に
ベ

ト
ナ
ム
人
は
好
評
で「
売
り
手
市
場
」に
な
っ

た
。来
日
前
1
年
間
の
語
学
研
修
で
日
本
語

能
力
試
験「
N
3
」（
日
常
的
な
場
面
で
使
わ

れ
る
日
本
語
を
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
）の

合
格
者
を
送
り
出
す
の
が
理
由
の
一
つ
だ（
他

の
2
カ
国
は
半
年
研
修
）。

　

こ
れ
に
比
べ
、技
能
実
習
で
は
総
枠
数
の

上
限
は
な
い
。30
人
以
下
の
事
業
者
で
も
常

勤
職
員
数
の
10
％
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
る（
図

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。

財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

参
照
、訪
問
介
護
等
の
1
対
1
サ
ー
ビ
ス
は

対
象
外
）。滞
在
は
原
則
3
年
で
、優
良
な
職

場
は
最
長
5
年
在
留
も
可
能
に
さ
れ
る
。

　

入
国
時
の
日
本
語
レ
ベ
ル
は「
N
4
」（
基

本
的
な
日
本
語
を
理
解
す
る
）程
度
で
よ
い（
細

目
は
施
行
時
ま
で
に
決
定
）。訪
日
し
て
2
か

月
の
研
修
後
に
半
年
働
く
と
、介
護
報
酬
の

人
員
配
置
基
準
に
算
定
で
き
る
。E
P
A
に

よ
る
介
護
福
祉
士
候
補
も
就
労
半
年
で
同
じ

扱
い
だ
が
、研
修
期
間
は
ベ
ト
ナ
ム
人
で
2
・

5
か
月
、他
の
2
国
は
6
カ
月
研
修
。公
的
補

助
は
指
導
員
講
習
等
で
約
9
5
5
0
万
円
。

　

こ
の
簡
便
な
技
能
実
習
生
制
度
が
、よ
う

や
く
軌
道
に
乗
っ
た
E
P
A
に
よ
る
人
材
育

成
の
発
展
を
阻
害
し
な
い
か
。介
護
福
祉
士

の
国
家
試
験
を
受
け
る
環
境
・
条
件
は
な
く
、

介
護
助
手
に
と
ど
ま
る
体
験
が
母
国
に
戻
っ

た
際
、キ
ャ
リ
ア
と
し
て
評
価
さ
れ
る
か
。

　

制
度
適
正
化
の
確
実
な
実
施
に
加
え
、少

な
く
と
も
、す
べ
て
の
送
り
出
し
国
に
監
視

団
体
等
を
設
け
、実
習
生
を
食
い
物
に
す
る

ブ
ロ
ー
カ
ー
の
暗
躍
を
阻
止
す
る
二
カ
国
間

協
定
の
締
結
が
不
可
欠
だ
。
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